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研究成果の概要（和文）： 

本研究では，グローバル化と地域景観・地域環境の変容について、特に紀伊半島における近

現代を中心に検討した。その結果以下の諸点があきらかとなった。（１）1960 年代後半からの

外材供給の増大にともなう国内材供給量の低下は、十津川流域における植林地の変化に大きな

影響を及ぼし、植林地伐採後の落葉広葉二次林景観の出現をもたらしている。（２）生活基盤が

脆弱な紀伊半島和歌山県沿岸部では、近代を通じてグローバル化の 2 度の波があることが明ら

かとなった．このうち 2 度目は最近 10 年ほどの動きであり，明治期以降第 2 次大戦前までの 1
度目のグローバル化を基盤とした歴史的な地域性を引き継いでいる。（３）経済的な面でグロー

バル化の進行が顕著な日本社会ではあるが、高齢者個々の「生きられた世界」の構築には、地

理的要素や地域の特殊性といった地域間の差異が大きく影響している。 
 
研究成果の概要（英文）： 
This project analyses the modern changes of regional landscape and environment in the 

KII peninsula, Japan. It provides the following results: (1) the secondary growth of the 
deciduous and broadleaf trees is remarkable in the basin of the Totsugawa river because 
of not making artificial reforestation affected by the timber import from foreign 
countries after the World war Ⅱ . (2) the recent socio-cultural movements of 
globalization (the international exchanges) are brought about on the bases of emigrations 
to foreign countries from Meiji era to the world war Ⅱ. (3) everyday lives and life 
histories of old generations are subject to the regional differentiations under the 
globalization. 
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わる対処療法を求めた試みが多い。このよう
な研究では、ディシプリン間の壁も薄くなり、
地理学そのものの存在理由も影が薄くなる
観がある。しかしながら地理学は、メソスケ
ールやマクロスケール、および中長期的な時
間スケールを念頭におきながら、研究対象地
域や研究対象事象を扱うことに豊富な経験
を有するディシプリンである。とくに、自然
現象との関係性に深く立ち入って人文現象
を考察しようとしたり、地理学の自然的側面
と人文的側面が相互に協力して力を発揮し
ようとする場合には、メソスケールで中長期
的な視点は欠かせない。地理学の強み、ない
しレゾンデートルの一つはそこにある。 
一方、欧米の地理学の潮流をみると、1980

年代からの文化論的転回以後、文化地理学は
その研究対象を人間による想像力や表象に
力点を移してきた。その結果、社会的構築主
義やコスグローブらの景観論に見られるよ
うに、社会過程にのみ注目し、自然的・人工
的環境構成要素は人間の側から一方的に意
味づけされるものとして捉えられてきた。し
かし近年では、ディシプリンとしての地理学
における自然と人文の二元性が問い直され、
ANT 理論や非表象論を核としながら、そのフ
ロンティアが模索されている。それらの議論
では、人間はある特定の場所や空間において
環境を一方的にコントロールしているので
はなく、環境構成要素の側から人間に働きか
ける相互作用も働いている、という見方が強
くなっており、今また、日常生活における景
観と環境の物質性の持つ意味が改めて問い
直されているのである。こうした研究動向に
ついては、わが国の地理学では一部の研究者
が、部分的に示唆しているに過ぎず、とくに
隣接科学との境界領域にある環境論や景観
論の議論に対して地理学の側から情報発信
するためには、物質性を重視した新たな展望
を拓き、深める必要がある。 
研究代表者は 1989 年に文化地理学の環境

論に関するレビューを手がけて以来、人間－
環境系に関心を持ち続けてきた。なかでも、
日常生活における住民の自然環境認識や環
境利用にともなう海洋資源管理の問題、更に
は近代都市環境下の日常生活における身体
性との関係などに焦点を当てた研究を進め
てきた。この過程で、人間が関わる環境構成
要素の意味は、社会構築主義的主張にみられ
る、人間の側からの意味づけや価値づけにの
みに解消しえず、人間の身体性を媒介としな
がら、自然的・人工的環境構成要素の側から
の働きかけが無視できないことに気づくよ
うになった。そこでまず、平成 16～18 年度
科研費「奈良盆地における景観の再評価に関
する基礎的研究」で、自然・人文景観の個別
要素の特徴を通時的に明らかにすべく、時代
間の比較や発達史的な検討を加え、それらの

特徴・実態をかなり解明することができた。
しかしながらこの研究では、検討要因が複雑
で多岐にわたり、自然的・人工的環境構成要
素の側からの働きかけの解明などを十分行
うまでには至らなかった。そこで平成 19～20
年度科研費「奈良盆地およびその周辺域の景
観と環境の保全に関する基礎的研究」では、
新たに、景観・環境の保全とその物質性とい
う観点を加えつつ、それを社会過程に組み込
むことによって、より動態的な検討を試み、
た。景観や環境の保全は、「文化財保護法で
保護すべき自然的・文化的景観の選定」とい
った社会的要請に資するにとどまらず、それ
らを 1つの社会過程として組み込み、人と環
境構成要素との相互関係性を究明し、地域の
多様性を研究する地理学の根幹に資する研
究テーマと捉えている。 
 
２．研究の目的 
 本申請研究課題では、古くから人と自然の
持続的な関係性を維持してきた、日本で最も
大きい半島である紀伊半島地域を対象にし
ながら、近現代という１世紀ほどの時間スケ
ールを設定することで、改めて自然系－人文
系の接点を求めたメソスケール地理学研究
の潜在力を開発することを志向した。具体的
には、 
ⅰ）地域社会に与えるダム開発の功罪 
ⅱ）獣害問題を含めた動植物の生態的変化や
山岳環境の変化と景観・環境保全 
ⅲ）土砂災害や地震・津波災害など、災害履
歴と地域景観・地域環境の変容過程 
ⅳ）狭小な臨海平野における人間の営みと地
域景観・地域環境の変容過程 
ⅴ）山村の民俗・文化と環境利用・環境保全
の実態 
などを明らかにすることを目指した。さらに
は、前述の各調査研究項目の個別的検討だけ
ではなく、各項目相互の関係性も意識しなが
ら、あるまとまりを有する地域の総合的な景
観・環境保全について考えることを試みた。 
 
３．研究の方法 
 本研究で
は、具体的
な調査地を、
Ａ）熊野川
（十津川）
流域とその
周辺、Ｂ）
新宮～串本
～田辺・白
浜を中心と
する紀伊半
島南部沿岸
地域、とい
う２つに設
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定して調査研究を進めた（図１参照）。すな
わち、前述のⅰ）～ⅴ）の検討事項に関連す
る基礎資料として、地形図・空中写真・衛星
画像の選定購入を行い、それらを素材として、
地形・植生をはじめ宅地・耕地など、調査地
域の土地利用状況の変化や関連する景観・環
境の変化を基礎資料化した。 
次に、地域住民の認知環境に関する基礎資

料とするために、地方地誌など関連基礎資料
の収集を行った。そして、とくに景観・環境
の物質的要素、伝統的あるいは創出された民
俗行事、住民の環境認識、などが、地域社会
の維持活動にどのような積極的役割を果た
しているか、物質的側面と住民の実践的な社
会過程がいかに絡み合っているか、ひいては
それが景観や環境の保全にいかに関連して
いるかなどについて検討した．また、この過
程では、2011 年 9 月に当該地域を襲った台
風による災害と関連して、災害履歴と地域環
境の変化とがどのような関係性を有してい
るか、住民の認識という視点も含めながら、
検討した． 
 
４．研究成果 
（１）十津川流域にお
ける土地利用の変遷―
とくに植林地とダムに
ついてー 

環境庁（省）による
自然環境保全基礎調査
の第３回（昭和 58～61
年度）植生調査(図２）
と第６・７回（平成 11
～16年度、一部平成 17
年度以降）調査について
比較検討した。その結果、
第３回時に伐跡群落だ
ったエリアの約 60％が
落葉広葉樹二次林に、約
30％が植林地となって
いた。第３回調査時の伐
跡群落は、おおよそ植林
地の伐採地を
指標している
と考えられる
ので、2/3程度
の伐採地では、
伐採後に再度、
植林を継続す
ることがなか
ったものとみ
られる。これ
は、輸入自由
化によって
1960年代後半
から急増する
安価な外材の

供給に対応して、国内材の供給量が減少して
ゆくことに呼応した現象が、十津川流域の植
林地にも色濃く反映し、現在まで継続してい
ることを示しているものと考えられる。なお、
このような植林地を中心とする植生の変化
は、表１に示したような、十津川流域の電源
開発に伴うダム建設の進んだ時代と歩調を
一にしている。 
 
(２) 和歌山県における第二の「国際化」の
特性―臨海狭小平野部の展開（図３） 
 近代の紀伊半島ないし和歌山県沿岸部の
地域性に根差したグローバル化を社会・文化
的側面から検討した結果、当地域では近代を
通じてグローバル化の 2度の波があることが
明らかとなった．このうち、2 度目は最近 10
年ほどの動きであり，明治期以降第 2 次大戦
前までの 1度目のグローバル化を基盤とした
歴史的な地域性を引き継ぐものである．その
実態は、以下のとおりである。 
近年の動向はいわゆる国際交流と言われ

るものであるが，和歌山県の場合，その基盤 

ダム名 河川名 形式 目的 堤高（m） 堤頂長（m） 堤体積（m3） 総貯水量（m3） 竣工年（西暦） 所在地

二津野 十津川 アーチダム 発電 76.0 210.6 120 43,000 1962-04-01 奈良県吉野郡十津川村桑畑

小森 北山川 重力式コンクリートダム 発電 34.0 154.0 52 9,700 1965-04-01
三重県南牟婁郡紀和町大字小森和田の下

和歌山県東牟婁郡北山村大字下尾井字西の峯

七色 北山川 重力式アーチダム 発電 61.0 200.8 157 61,300 1965-04-01
三重県熊野市神川町神上

和歌山県東牟婁郡北山村七色

風屋 十津川 重力式コンクリートダム 発電 101.0 329.5 592 130,000 1960-04-01 奈良県吉野郡十津川村野尻

池原 北山川 アーチダム 発電 111.0 460.0 647 338,400 1964-04-01 奈良県吉野郡下北山村上池

坂本 東ノ川 アーチダム 発電 103.0 256.3 183 87,000 1962-04-01 奈良県吉野郡上北山村小橡

旭 旭川 アーチダム 発電 86.1 199.4 147 16,920 1978-04-01 奈良県吉野郡十津川村旭字中山下

瀬戸 瀬戸谷川 ロックフィルダム 発電 110.5 342.8 3740 16,850 1978-04-01 奈良県吉野郡十津川村旭字瀬戸

猿谷 十津川 重力式コンクリートダム
不特定用水

河川維持用水および発電
74.0 170.0 174 23,300 1957-04-01 奈良県吉野郡大塔村大字辻堂大和田

九尾 天の川 重力式コンクリートダム 発電 26.5 98.2 12 1,137 1937-04-01 奈良県吉野郡天川村大字九尾字横杉山

川迫 天の川 重力式コンクリートダム 発電 36.5 104.0 40 1,113 1940-04-01 奈良県吉野郡天川村大字北角字塩坪

表１　十津川流域に建設された大型ダムの緒元

図２ 十津川流域の植林植生と伐跡群落（自然環境保全基礎調査より） 
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をなすのが明治
期以来沿岸地域か
らの海外出稼ぎお
よび移民の地域史
である．狭小な河
谷平野，地震・津
波，それと台風を
はじめとした度重
なる暴風雨の襲来，
動力船による沖合
漁業の展開に伴っ
た地元地曳網の疲
弊など，生活基盤
の脆弱性のために，
和歌山県，とくに
沿岸部は熊本・広
島・長崎・沖縄と
ならぶ日本の代表
的な移民県であっ
た．当時の新興諸
国南北アメリカと
オーストラリアを中心とした地域への人々
の流動であったが，カナダ・フレーザー河で
のサケ漁と缶詰加工，ヴァンクーヴァー海峡
でのニシン漁と塩漬け加工，ハワイのホノル
ルおよびカリフォルニアのサンピードロで
のイワシ・マグロ・カツオ漁と缶詰加工，一
方オーストラリア北部熱帯海域木曜島・ブル
ーム・ダーウィンを基地とした真珠貝採取業
など，和歌山沿岸域での海の生活経験を活か
した職種への就業が特色である．沿岸地域の
各村を母体にした個人的連鎖的移動による
出稼ぎないし移民であったが，第 2 次世界大
戦の勃発は人の移動を中断させ，アメリカ合
衆国およびカナダでは強制収容および戦後
移民者たちは分散し，移住地での元の母村を
基盤としたコミュニティや母村との交流は
打撃を受けた． 
戦後，日本国内および海外移住地の双方に

おいて，生活の立て直しのために，こうした
出稼ぎないし移民の事柄は当該地で亡くな
った者の遺族（家族）や関係者の私的なもの
として表面化することはなく，国内外におい
て当該世代の消失にともなって次第に相互
交流は衰退化の傾向を示してきた．しかし，
移住地にあっては，二世，時には三世を含み
こんで南北アメリカの主要都市に本部を有
する和歌山県人会として再組織化され，南米
のブラジル・パラグァイ・アルゼンチン・ペ
ルーをはじめ，カナダに３つ，アメリカに３
つなど，現在 12 の県人会がある．オースト
ラリアでは，戦後日本人の大半が強制送還さ
れたために再組織化を行う基盤を有しなか
ったが，戦前の真珠貝漁業の主要な出稼ぎ地
ブルーム・木曜島との間では，太地・串本の
ような送り出し地域と姉妹都市提携が結ば
れるようになった．こうした基盤を梃子にし

ながら、国際交流という掛け声の下、和歌山
県において 2004 年のユネスコ世界文化遺産
「紀伊山地の霊場と参詣道」指定を契機に，
観光事業の活性化もふくめ，戦前の出稼ぎ者
や移民の送り出し地域，つまりその母村とい
う来歴を重要な地域史ないし「歴史遺産」と
する観点が再浮上したのである． 
目下，このグローバル化の第 2 の動向は和

歌山県国際交流協会，和歌山大学経済史文化
史研究所および観光学部，南カリフォルニア
大学，さらにはローカルな町役場の学芸員や
私設博物館長など地域貢献を意図した地元
と海外移住地の有識者たちに先導された形
ではあるが，たとえばハワイ大学やハワイ・
ホノルルの日本文化センターとの交流，アメ
リカ・南カリフォルニア所蔵資料の発掘，ブ
ラジル県人会への訪問，オーストラリア・ブ
ルームおよび木曜島の歴史資料館の訪問，和
歌山県内でもカナダ・スティーブストンに渡
った日高郡美浜町三尾地区カナダ移民資料
館（アメリカ村）をはじめ，東牟婁郡太地町
公民館および歴史史料室によるアメリカ・ロ
サンジェルス・サンピードロ（ターミナル島）
を中心とした国内外の遺品および資料収集，
串本町の真珠貝漁業に関する遺族や関係者
からの収集資料によるパネル展や講演会の
開催およびその常設館建設の決定，さらには
和歌山大学と国際交流協会との共催による
移民関係のシンポジウム開催や遺品展示会
開催など，地域史に根差した国際社会におけ
る相互交流の深化と活性化を目指して新た
に動き始めている． 
 
(３) ジェンダーの視点からの高齢者ライフ
ヒストリー分析 
経済的な面ではグローバル化が進む日本

の社会ではあるが、地理的要素や地域の特殊

スティーブストン

サンピードロ

ドゥラドス

ホノルル

木曜島
ブルーム

図３ グローバル化と和歌山県の国際性 （平成24年4月1日現在）

主要出稼ぎ地・移民地 和歌山県人会所在地 出稼ぎ・移民による姉妹提携都市

図３ 
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性といった地域間の差異が、高齢者個々の
「生きられた世界」の構築に影響しているこ
とを検証するため、高齢者へのライフヒスト
リー聞き取り調査を、中山間地域で過疎化が
進行している奈良県吉野郡黒滝村ならびに
同県吉野郡十津川村、半農半漁の和歌山県西
牟婁郡白浜町で実施した。なお、比較のため、
大阪市の郊外地域として位置づけられる奈
良市においても同様の聞き取り調査を実施
した（表２）。 
 狭い谷や尾根沿いに小さな集落が点在す
る中山間地域の黒滝村と十津川村では、役場
や病院のある村の中心部への交通アクセス
すら十分とはいえない。そのため両村の居住
者（⑪～⑯）にとって、自家用車の運転は日
常生活に欠かせない。⑫は、現在も村内に限
って車を運転する。⑪も 78 歳までは車を運
転していた。恋愛結婚で黒滝村に来た⑪は、
若い頃は辛いことがあると福岡県の実家に
帰ろうと何度も思ったが、夫が亡くなってか
らは、村人の親切がありがたいと語った。 

2011 年の台風 12 号では、十津川村をはじ
め黒滝村で村内の道路や村外に通じる国道
が土砂崩れで寸断され、村民が孤立した。紀
伊山地に位置する両村は過疎化と自然災害
に脅かされてきた。1959 年の「伊勢湾台風」

で隣家が土砂で埋まるのを間近で見た⑬は、
大雨の度に不安はあるが、自分の代に廃寺に
はできないという。  
 白浜町内でかつて運搬船の経営や半農半
漁で生計を立てていた集落のインフォーマ
ント⑰～○30 についてみると、大半は、若い
頃に大阪方面に出て仕事に就いた経験のあ
る人（⑱、⑲、⑳、○30 ）で、子どもの頃に
親世代の農／漁業の手伝いをした人がわず
かにいる程度である（⑳、○30 ）。これは、戦
前から大阪方面への交通手段が確保されて
いたからだろう。結婚や退職を契機に、当該
集落に戻る傾向がみられる。「お互い秘密に
するようなことは何も無い」ほど、長年近所
づきあいをしているという。夫が亡くなった
後一人くらしになった女性たちが、親戚同様
に互いの家を訪問したり、趣味の活動で繋が
っていることに着目したい。 
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